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　　農政改革に向けた取組と
     　　　種子安定生産について

　日頃から、本県農政の推進に特段の御理解と
御協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 
　今年度、生産振興課長に着任いたしました渡
邉です。よろしくお願い申し上げます。
　さて、県では、農業振興計画｢とちぎ農業成
長プラン」に基づき、魅力ある成長産業として
の農業の発展を図るため、各種施策を展開して
いるところです。
　一方、国では、｢農地中間管理機構の創設｣、
｢経営所得安定対策の見直し｣、｢水田フル活用
と米政策の見直し｣、｢日本型直接支払制度の創
設｣を４つの柱として農政改革を推進すること
とし、特に米政策では平成30年を目途に、行政
による生産数量目標の配分に頼らずとも、需要
に応じた主食用米生産が行われるよう、関係機
関一体となって環境整備に取り組んでいくこと
が示されました。
　こうした状況において、本県における水田農
業の収益力向上を目指していくためには、国の
動きに対応し、各種制度を最大限に活用しなが
ら農家所得の確保を図っていくほか、飼料用米
の生産拡大や本県オリジナル品種の活用による

ブランド力・競争力の強化に取り組むとともに
需要に対応できる足腰の強い生産体制を整備し
ていくことが重要となっています。
　これらの取組を推進していくためには、高品
質・高収量かつ安定した稲・麦・大豆の生産が
基盤となり、必然的にそれらの種子の安定供給
が不可欠なものとなります。
　また、本県では、昨年、なすひかりの混種や
コシヒカリの発芽不良など、これまでにない種
子の事故が発生し、関係各位の御尽力により、
原因究明と再発防止策の徹底が図られました 
が、新品種への転換や種子需要の変動への対応
等も含め、引き続き、種子の機動的な生産及び
安定的な供給が求められるところです。
　県では、「栃木県種子生産体制強化指針」を
基本として、種子生産者の確保及び優良種子の
確保のための体制整備等の施策を展開するとと
もに、混種防止と発芽率向上に向けて生産・検
査体制の改善を図ることで、優良種子の生産と
安定供給の確保に取り組んで参ります。
　関係者の皆様のより一層の御理解と御協力を
お願いいたします。
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水稲新品種「とちぎの星」の栽培ポイントと生産拡大
栃木県農政部経営技術課・生産振興課

１　「とちぎの星」とは
「とちぎの星」は、栃木県農業試験場が開発
し、現在、県、関係団体が積極的に作付を推進
している水稲の新品種です。
本品種の主な特徴は、①熟期は中晩生で、
「コシヒカリ」より６日程度遅く、「あさひの
夢」より６日程度早い、②高温登熟に優れ、外
観が良い、③縞葉枯病に対し抵抗性を有する、
④玄米はあさひの夢より大粒で、やや多収、⑤
食味は、あさひの夢より優れる、ことです（写
真１、表１）。

近年、本県中南部では縞葉枯病の発生が拡大
しつつあり、安定生産のためには抵抗性品種の
作付が必要です。また、県南部は麦の産地であ
り、水稲の収穫から麦播種までの期間が短い場
合、適期播種が難しくなるなど麦の作業に問題
を生じることがあります。これらのことから、
縞葉枯病に抵抗性があり、「あさひの夢」より
熟期が早い「とちぎの星」は、当該地域に適す
る品種であるといえます。
さらに、毎年、全国的に夏季高温による障害
が問題となっています。本県においても、平成
22年に「あさひの夢」の１等米比率が著しく低
下しました。このような状況でも「とちぎの
星」の品質は安定しており、高温による登熟障
害を受けにくい品種特性が発揮されました。

２　最適な施肥量と25年産の成績
現地導入が始まった23年当時は、「あさひの
夢」と同程度の窒素量としたほ場で倒伏が多く
なりました。農業試験場における栽培試験、農
業振興事務所の展示ほの成績から、目標とする
収量を確保するためには、「あさひの夢」より
やや少ない基肥量を基準とし、ほ場の条件によ
り窒素量を増減することが重要と考えられまし
た（表２）。
25年度は県内で277haが作付され、栽培マ
ニュアル（暫定）に基づく技術指導が行われ
ました。各ＪＡが設置した展示ほ（県内10
か所）では、平均収量616kg/10a（早植栽培
629kg/10a、普通植栽培596kg/10a）を確保
し、倒伏はなく、玄米の等級も１か所を除き１
等と良好な成績を得ることができました。普通
植栽培の１か所で２等になりましたが、これは
台風18号通過後の高温・乾燥風の影響を受けた

表１　縞葉枯病抵抗性と高温登熟性の品種比較

写真１　
左：「とちぎの星」
右：「あさひの夢」
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表２　施肥量の基準（暫定値）

表３　25年産ＪＡ展示ほの成績

ことが主な要因と考えられます。
「とちぎの星」は登熟期の高温による影響を
受けにくい品種ですが、水分ストレスによる品
質への影響は軽減できません。これは、どの品
種にもいえることです。出穂後に台風等による
強風が予想される場合は、しっかりと湛水する
ことが必要です。

３　今後の生産拡大に向けて
平成26年産は、1,000haを目標に作付推進
を図ってきましたが、その結果目標を上回る
1,100ha程度の作付が見込まれます。これは、
「とちぎの星」の収量性の高さや、外観品質の
良さが生産者にも評価されたものと考えていま
す。
さらに、27年産は主食用2,000ha以上を目標
とし、以後、計画的に作付拡大を図っていく考
えであり、引き続き栽培マニュアルに基づく安
定多収・高品質生産を徹底し、生産者はもとよ
り実需者からも良い評価をいただける、県を代
表する銘柄に育てて参ります。
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１　播種時期 
播種適期は、６月下旬～７月上旬です。
播種時期が遅くなると生育量が確保されず収
量は減少します。年によっては早霜で成熟に至
らないこともあります。
逆に早すぎると主茎長が伸びすぎて倒伏しや
すくなったり、蔓化します。また過繁茂にな
り、病害虫の発生が多くなります。特に「里の
ほほえみ」は播種時期が早いほど裂皮粒の発生
が多くなるので適期播種を心がけましょう（図
1、写真1）。

２　播種密度（播種量）
㎡あたり11.1～16.7株（畦幅60～70cm、株間
10～15cm）を目標に播種しましょう。播種量
は4.0～5.5kg/10aが目安になります。
疎植栽培しても、１株当たりの分枝数が多く
莢数が増えるため減収しにくいですが、極端な
疎埴は出芽不良で減収になる恐れがあります。
密植栽培は過繁茂になり、べと病等の病害や虫
害の発生が多くなります。

但し、播種が７月中旬以降になる場合は播種
量を１～２割程度多くしましょう。
また、「里のほほえみ」は「タチナガハ」に
比べ粒が大きいため、事前に播種量を調整する
とともに作業中も播種状況を確認しましょう。

３　中耕・培土
「里のほほえみ」は最下着莢位置が「タチナ
ガハ」より高いので機械収穫には適しますが、
重心が高くなり、また莢の付く場所が上部で広
がるため、「タチナガハ」に比べ倒伏にやや弱
いです（写真２）。

このことから倒伏防止のため、中耕・培土は
必ず実施しましょう。また、中耕・培土は畦

大豆新品種「里のほほえみ」の栽培ポイントと生産拡大
栃木県農政部経営技術課・生産振興課

「里のほほえみ」は、「タチナガハ」に比
べ、開花期・成熟期は１日程度遅く、主茎長、
子実重・品質ともほぼ同程度ですが、百粒重は
「タチナガハ」より10%程度重く、粒が大きい
品種です（表１）。

連作回避や排水対策など基本技術の励行は
「タチナガハ」と同様に重要ですが、以下のこ
とに特に注意する必要があります。

表１　品種特性

写真２ 最下着莢高と莢の付き方

図１ 播種時期と裂皮粒の関係（Ｈ25） 写真１ 裂皮粒
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間の除草や根の張りを良くする効果もありま
す。なお、中耕・培土は開花１週間前までに終
了するとともに、培土は上部に水が溜まらない
よう土が茎まで覆う「山型」にしましょう（図
２）。

４　病害対策（べと病）
「里のほほえみ」は、べと病が「タチナガ
ハ」より多く発生します。
べと病は、比較的冷涼で雨が多いときに発生
します。主に葉や子実に発生し、子実が侵され
ると表皮が乳白色や黄褐色のカサブタ状にな
り、粒の大きさが健全粒に比べ小さくなります
（写真３）。

防除法は、①過繁茂で風通しが悪いと発病し
やすいので、密植・早播きは避けましょう。②
被害茎葉は伝染源になるので、圃場外に持ち出
し処分しましょう。また多発した圃場は連作は
避けましょう。③開花期～子実肥大期の発生初
期に登録のある薬剤で防除しましょう。

５　刈取適期
収穫時期は「タチナガハ」とほぼ同じ10月下
旬～11月上旬です。茎水分が40%以下、子実水
分が18%以下になってから収穫しましょう。茎
水分の目安は、ほとんどの茎が黒変し剥皮率が
30%程度になる頃です。子実水分の目安は子実
に爪で微～少の傷が付き歯で噛むと割れる程度
です。なお、「里のほほえみ」は非常に裂莢し

にくく、コンバインで早刈りすると莢と子実が
分離しないことがあります。また刈り遅れると
しわ粒や皮切れ粒になるので注意しましょう。

６　「里のほほえみ」の生産振興について
「里のほほえみ」は平成25年度に県の奨励品
種となった期待の大豆新品種であり、既存品種
「タチナガハ」に替わる品種として県内での作
付けが増加しています。
（1）「タチナガハ」から「里のほほえみ」へ
現在、平成27年産における品種の全面切替
えに向けて、「里のほほえみ」の作付拡大が
進んでいます。

（2）全国的な動き
平成26年３月14日に山形県において、「第
１回里のほほえみファーラム」が開催されま
した。栃木県の他にも、山形県、福井県の担
当者から、今後の作付拡大について発表があ
りました。また、参加した実需者からは安定
供給への要望が出されていました。

県では、「里のほほえみ」の能力を最大限に
引き出しながら、大豆の生産回復を図る方針で
すので、皆様のご協力をよろしくお願いしま
す。

図 2　培土の方法

写真３ 葉と子実に発生したべと病
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平成26年度事業計画
公益社団法人　栃木県米麦改良協会

Ⅰ．事業方針
平成26年度からの新たな農業・農村政策で
は、米直接支払交付金の見直しや農業・農村の
持つ多面的機能の発揮に対して日本型直接支払
を交付するなど農業の産業化のための産業政策
と農業の多面的機能の維持・発揮を図るための
地域政策を車の両輪として生産現場と地域が一
体となって改革を進め、「強い農林水産業」を
創り上げるとしております。
こうした中、当協会は、優良種子を供給する
ことを通して、本県生産者が持続的に良質な主
要農産物を生産・供給し、農業経営の安定と向
上が図られることを目的に平成26年度事業に取
り組んで参ります。
優良種子の生産と安定供給事業では、従来の
継続事業としますが、新たな品種の転換期の動
きとして、県の生産振興方針に則して水稲「と
ちぎの星」、大豆の「里のほほえみ」の種子生
産を計画的に進めます。
消費者・実需者から選ばれる主要農作物の生
産と品質改善対策事業では、栽培技術指導資料
の作成・配布や講習会等への助成事業、受検対
策などこれまでの事業を継続実施します。
広報活動でも、引き続き機関誌・ホームペー
ジを活用し情報提供します。

Ⅱ．実施事業
１．優良種子の生産と安定供給対策事業
主要農作物生産の基礎となる優良種子の生産
と安定供給を目的に種子の生産、生産指導と品
質管理、混種事故防止対策、優良種子の安定供
給、種子生産体制の強化、残量・事故処理費の
収支均衡などの事業を実施します。

（1）種子の生産

事前予約された需要数量を基本に、需給見
通し、備蓄、安定供給などを勘案して県知事
が農林水産大臣に提出する「種子計画」につ
いて県・関係機関と協議し種子の生産に当た
ります。
本年度種子生産計画は、別表1のとおりで
す。
また、供給価格に含まれる登録品種の許諾
料について契約と支払業務を行います。
許諾契約明細は、別表2のとおりです。

（２）生産指導と品質管理

種子生産圃場での生育状況および生産見込
数量などを的確に把握するため現地審査等に
参加します。また、種子調製程度見本品の作
成と配布、調製程度確認会、品質向上研修会
や種子生産研修会の開催、DNA調査、種子
病害防除への助成などを行い優良種子の確保
に努めます。
なお、種子調製程度見本品の作成について
は、今後のことを鑑み一定のルールを検討し
ます。
　現地参加
・種子法に基づき種子生産者が県に請求す
る圃場審査
・県が行う栽培講習会への参加
・県・JAが行う下見指導会への参加
・受検（種子法に基づき県が行う生産物審
査及び農産物検査法に基づきJA農産物
検査員が行う農産物検査）への立ち会い

（３）混種事故防止対策

混種事故防止対策については、各種子場
JAでGAPやチェックシート等各種施策に取
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り組んでいます。そのような中、今後統一的
な取り組みとして種子生産者の1品種作付け
推進や種子場JAでの原種消毒とネット袋で
の生産者配布の徹底、収穫機の共同利用促進
検討に取り組みます。

（４）優良種子の安定供給

低温備蓄・品質調査・発芽試験をクリアし
た備蓄種子（未消毒）を活用しながら、需給
見通しに応じて県・関係機関と協議した種子
計画（備蓄種子消毒計画含む）に基づき、円
滑な種子供給を行います。

（５）種子生産体制の強化

種子の安定供給を支えるため、JA種子セ
ンターの効率的管理・運営支援、生産者の再
生産を確保する種子買入価格の設定に取り組
みます。
また、種子場農協交付金の交付金の交付や
優良種子生産部会の表彰を行います。

（６）残量、事故処理費の収支均衡

平成25年度公益社団法人となり、収入と支
出のバランスを保たなくてはならないことか
ら、残量、事故処理費については、多額の支
出が想定されなかったため徴収しませんでし
た。
しかし、今年度残量処理費について、24年
産備蓄に残量が発生したことや品種転換で使
途の見通しが立たなくなった品種が発生した
ことから、種子購入生産者への負担を考慮し
複数年で計画的に残量処理を進めるため、10
円/kgの負担を求め、徴収金額に見合った残
量処理を実施します。また、事故処理費につ
いては、突発的な性格のため25年度同様徴収
しません。

２．消費者・実需者から選ばれる主要農作物の
生産と品質改善対策事業
「栃木県稲麦大豆安定生産推進会議」が策定

する生産振興方針と栽培技術指針に基づき、以
下の事業を実施します。
（１）作付け及び品質改善対策

需要のニーズを起点に策定された生産振興
方針に基づき、作付け品種を計画的に進める
ため種子確保の推進を図ります。また、品質
改善対策は、特に水稲における胴割れ対策に
ついて関係機関と協力して徹底します。

（２）栽培技術指導

県・関係機関の指導を得て、適切な技術指
導資料を作成・配布します。また、地域の生
産者を対象に地方農業協議会が実施する各種
講習会に助成します。

（３）受検対策

栃木米品質の高位標準化と円滑な受検の実
施を目的に受検対策会議で県下統一を図りま
す。なお、地区受検連が限られてきたことか
ら、今年度は会議の持ち方を検討します。

３．広報活動
関係機関等の指導者が生産者を指導する際に
活用していただく目的で協会機関誌「とちぎの
米麦改良だより」を発刊・配布します。
また、生産者や関心のある一般消費者向けに
協会ホームページにて生産技術等各種情報を提
供します。
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